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研究要旨

研究目的
HIV 感染症の治療における近年の目覚ましい進歩

で HIV 感染症は慢性感染症としてウイルスを抑制で
きる出来る時代となった。しかし、未だ体内からの
ウイルスの排除は困難で生涯治療費も高額（約１〜
２億円）であり感染者および国に与える影響は未だ
に軽視できない。エイズ動向委員会の報告によれば、
わが国の年間新規 HIV 感染者および新規 AIDS 患者
の報告数は合わせて、2007 年以降、およそ 1500 件
台で推移しており、横ばい傾向にある。同様に、年
間の新規 HIV 感染者報告数と新規 AIDS 患者報告数
の合計数に占める AIDS 患者の割合（いわゆる、い
きなりエイズ率）も約 3 割で、横ばい傾向で推移し
ている。過去約３０年間、一次予防・二次予防に関
する様々な普及啓発が行われてきたが、感染防止・
早期発見いずれの側面においても、この横ばい傾向

を打開する事が必要であり、そのための、有効な普
及啓発手法の開発の必要性が指摘されている。

本研究においては、個人においては早期発見と早
期治療、社会においては感染の拡大防止に結びつく
早期発見に焦点を当て、肝炎での実践経験に立脚し
たソーシャルマーケティング手法による、ターゲッ
トセグメントごとの行動制御要因を踏まえた HIV 検
査の啓発手法の開発と効果測定システムの確立を目
指している。

ソーシャルマーケティング手法とは、社会的に推
奨される行動を普及させるための戦略的なプロセス
であるが 1)、公衆衛生分野に特有の科学哲学や手法
を取り入れるために、諸外国における疾病予防・健
康増進行動の普及にかかる方法論（表１参照）もあ
わせて参考にした。

検査の啓発手法の開発と効果測定システムの確立を目的とし、肝炎対策でその効果が実証されたソーシャ
ルマーケティング手法に基づき、ターゲットセグメントごとの行動制御要因を明らかにするためのインター
ネットによる行動疫学調査を実施した。行動疫学調査に至る前段階として、HIV 感染のハイリスクグループ
である MSM を対象とした半構造化面接を実施し、個々人における HIV 検査受検の促進要因および阻害要因
を把握した上で仮説を構築し、その仮説を基に調査項目を策定した。行動疫学調査においては、今後の啓発
の主なターゲットとなり得る性交渉経験のある 18 歳から 49 歳男性（HIV 感染のハイリスクグループである
MSM 含む）を対象とし、1,200 名（うち、MSM600 名）からの有効回答を得た（実施時期：2015 年 12 月 18
日〜 22 日）。統計解析の結果、HIV 感染のハイリスクグループである MSM（特に、ゲイ・バイセクシャル
を自認するもの）においては、その受検意図ごとに大きく異なる特徴が認められ、それらのセグメントを分
かつ制御要因が特定された。

これらの結果を踏まえ、次年度においては、優先的に啓発を行うべきセグメントについて慎重な検討を加
えた上で、ターゲットとするセグメント（受検意図）に焦点を当てた具体的啓発メッセージを開発し、パイロッ
ト地区（大阪地区）における介入を実施して、その効果検証を行うものとする。

啓発手法の効果の評価に関する研究

研究分担者：	江口　有一郎（佐賀大学医学部附属病院肝疾患センター・消化器病学、
	 　　　　　　　肝臓病学（佐賀大学医学部））
研究協力者：	遠峰　良美	　（株式会社キャンサースキャン 介入研究事業部）
	 網野　舞子	　（株式会社キャンサースキャン 介入研究事業部）　
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特に本年度は、前年度（平成 27 年度）特定した、
啓発の本研究における主なターゲットとすべきセグ
メントの行動制御要因に焦点を当て、その行動変容
に有効なメッセージ案を検討するとともに、定性調
査・定量調査を通してその有効性を評価しメッセー
ジ案の確度を高めることを目的とする。これらの知
見は、次年度の啓発資材の開発と、パイロット地区

（大阪地区）における介入手法を検討する上での重要
な基礎情報となる。

研究方法
1．ターゲットセグメントの検討およびその行動制
御要因に基づく啓発において伝えるべきポイン
トの整理

当研究チームでは、平成 27 年度に実施した定量
調査の分析結果に基づき、１）HIV 感染のリスク、
２）実際の受検行動が伴っているか、３）啓発対象
としての層の大きさ、広がり（ボリューム）といっ
た３点から、優先してターゲットとすべきセグメン
トを検討し、そのセグメントの行動制御要因に基づ
き、啓発において伝えるべきポイントを整理した。

1-1．平成 27 年度調査結果の振り返り
平成 27 年度に実施した、日本在住の男性（HIV

感染のハイリスクグループである MSM 含む）を対
象とした定量調査において、HIV 感染のハイリスク
グループとされるゲイ・バイセクシャルを自認する
MSM を対象として分析を行ったが、HIV 検査の受
検意図に応じて、大きく特徴の異なる３つのセグメ
ント（“無関心期”・“関心期”・“準備期”）が特定さ
れた。
（以下、平成 27 年度「日本在住の男性（HIV 感染

のハイリスクグループである MSM 含む）を対象と
した定量調査」結果を再掲）

1．ゲイ・バイセクシャルを自認するMSMにおけ
るHIV 検査受検意図

ゲイ・バイセクシャルを自認する MSM において
は、HIV 検査を「6 カ月以内に受けたい」が 26％、「い
つかは受けたい」が 37％と、何らかの受検意図を持
つものが過半数を占めた。一方で、「受けるつもりは
ない」が 25％、「分からない」が 12％であった（図 1）。

2．受検意図と受検経験の相関関係
「6 カ月以内に受けたい」と回答したうち、78%に

は受検経験があった。一方で、「いつかは受けたい」
と回答していても、受検経験があるものは 52%に留
まった（図 2）。

表1．諸外国における疾病予防・健康増進行動の普及にかかる方法論
国 カナダ アメリカ イギリス

機関名 Health Canada Social Marketing 
Division National Center for Health Marketing National Social Marketing Centre

設立年 1981 2004 2006

所轄組織 Health Canada Centers of Disease Control and
 Prevention National Consumer Council

関連施策 Lalonde Report(1974) Futures Initiative(2003) Choosing Health White Paper (2004)

ウエブ
サイト

http://www.hc-sc.gc.ca/ahc-asc/
activit/marketsoc/index-eng.php

http://www.cdc.gov/
healthmarketing/ http://thensmc.com/
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3．受検意図と感染不安 /性行動
重回帰分析によると、「感染の心配」や「6 カ月以

内の経験人数」は、受検意図との相関がみられた（そ
れぞれ p<0.001、p=0.029）（表 2）。

 
4．受検意図と意識、周囲との関係、ソシオエコノミッ
クステータス

受検意図のステージが高くなるにつれ、HIV をよ
り身近と感じ、感染を心配する率が有意に高かった。
また、自分のセクシャリティに関する肯定度が高く、
ゲイの友人の数が多かった。また、学歴にも、有意
差が見られた（表 3）。

 
5．受検意図を分かつ制御要因（知識・主観的評価）
5-1．「6カ月以内に受けたい」vs.「いつかは受けたい」
「6 カ月以内に受けたい」セグメントが、治療に関

する具体的な知識（「抗 HIV 薬によりエイズの発症
を抑えることができる」・「治療は、一日一回で良い
飲み薬もある」）について認知していた（p<0.05）。
一方で、陽性判明時の不安（「感染が判った時にそれ
を受け止めることが心配だ」・「感染による体調不良
が心配だ」）は大きいことが判明した（p<0.05）。

一方、「感染していないことを知って安心したい」
といった項目については、「いつかは受けたい」セグ
メントの方が有意に高かった（p<0.05）（図 3）。

5-2．「いつかは受けたい」v.s.「受けるつもりはな
い /わからない」

「いつかは受けたい」セグメントが、検査に関す
る知識（「保健所でも受けられる」）を認知していた

（p<0.05）。また、「感染していないことを知って安心
したい」という意向があった。一方で、陽性判明時
の不安（「感染によってセクシャリティが周囲に知ら
れてしまう」・「感染により仕事に影響が出る」・「治
療による金銭的負担を心配している」）は有意に大き
いことが判明した（p<0.05）。

また「HIV 感染を知った知人・友人からの差別や
排除を受けること」については、「受けるつもりはな
い / わからない」セグメントの方が有意に高かった

（p<0.05）（図 4）。

表2

表2

図3

図4
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1-2．定量調査結果を踏まえたターゲットセグメ
ントの決定および啓発において伝えるべき
ポイント

平成 27 年度に実施した定量調査における上記の
分析結果を踏まえ、「リスク行動を伴うも受検経験
者は約半数で、検査に関する知識もあるが感染不安
があり、検査を遠ざけている“関心期”」（ゲイ・バ
イセクシャルを自認する MSM の 37％にのぼるボ
リュームゾーン）を本研究のメインターゲットとし、

「知識や受検経験は十分あり、きっかけがあれば受検
する“準備期”」（ゲイ・バイセクシャルを自認する
MSM の 26％）をサブターゲットとすることとした。
また、啓発において伝えるべきポイントについても、

「受検のメリット」・「治療のイメージ」・「治療のメリッ
ト」の３点に整理した（図 5）。

2．メッセージの方向性に対する質的評価およ
びメッセージ案の開発

ソーシャルマーケティング手法においては、ター
ゲットの行動制御要因に焦点をあてたメッセージの
開発が不可欠だが、その際、“伝えるべき”ポイントを、
ターゲットにとって“受け取りやすい”形で伝える
ことが極めて重要となる。本研究では、医療・公衆
衛生分野で実績のあるコピーライターにメッセージ
案の検討を依頼するとともに、それらのメッセージ
を当事者である MSM( 広く一般からリクルートした
MSM7 名に加え、HIV 陽性者 6 名 ) によるそれらの
案の評価を加え、それらの意見を基に定性的な検討
を加えメッセージ案のブラッシュアップを行った。

2-1．MSM（7名）に対するメッセージ案評価の
ための半構造化面接

【調査手法】半構造化面接法による個別面接（60 分）
【対象者】同性との性的接触経験がある男性 7 名（う
ち、HIV 検査過去受検者 4 名、未受検者 3 名 )

【リクルーティング手法】A 社保有のモニター登録
者を対象に、事前にスクリーニング質問（インター
ネットアンケート）をメール配信し、回答のあった
者のうち「18 歳〜 49 歳男性」・「同性との性的接触
経験がある」という条件に合致した者にインタビュー
調査への協力を依頼した。

【実施日】2016 年 7 月 24 日、25 日

（倫理面への配慮）
研究参加者候補には、オンライン型のインフォー

ムドコンセントによって研究目的や手法について事
前に説明し、承諾を得た上で調査会場への来場を依
頼した。また、面接開始前に再度口頭で説明を行っ
た上で、質問する機会、および同意するかどうかを
判断するための十分な時間を与え、本研究の内容を
良く理解したことを確認し、途中でも自由にインタ
ビューを中止できることを説明し、自由意思による
同意を得た。

2-2．HIV 陽性者（6名）に対するメッセージ案
評価のための半構造化面接

【調査方法】半構造化面接法による個別面接（60 分）
【対象者】独立行政法人国立病院機構大阪医療セン
ターに通院中の HIV 陽性者 6 名

【リクルーティング手法】独立行政法人国立病院機構
大阪医療センターに通院中の HIV 陽性者のうち、「男
性」かつ「過去 2 年以内に HIV 感染症と診断され、
かつ当院に初回受診のため来院」という条件に合致
した患者を看護師が抽出し、文書および口頭で調査
への協力を依頼した。

【実施日】2016 年 9 月 30 日、10 月 1 日
（倫理面への配慮）
研究参加者候補には、調査研究開始前に、調査研究
担当者が研究目的や手法について文書および口頭で
十分説明を行った。研究参加者候補には質問する機
会、および同意するかどうかを判断するための十分
な時間を与え、本研究の内容を良く理解したことを
確認した上で、途中でも自由にインタビューを中止
できることを説明し、自由意思による同意を得た。

図5
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研究参加者候補から同意が得られる場合は、研究参
加者候補からの同意文書等への署名または記名捺印、
および同意年月日の記入を得た。

※独立行政法人国立病院機構大阪医療センター　
倫理研究審査（15049）

2-3．検討されたメッセージ案
啓発の軸となるコミュニケーションアイデアの候

補うち、「医師が語りかける」というアイデアは、ター
ゲットにとって好評であった。理由としては、①医
師の言葉による“説得力”（「専門の先生が言うなら、

本当なんだと思う」）、②社会的なスティグマを連想
させない“公正性”（「医師は、男か女かなど社会的
な要因は抜きに、単に“病気”として見ていて公正
な視点とかんじる」）、③「この先生にまかせたら大
丈夫」という“安心感”、の３点があげられた。 

そこで、「医師が語りかける」というアイデアの
もと、「受検のメリット」・「治療のイメージ」・「治療
のメリット」という３つのポイントを伝えるメッセー
ジとして、４案を検討し、定量調査による評価にか
けるものとした。

案1 案3

案2 案4
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3．WEB予約システムを介してのHIV検査予約
者を対象とした定量調査の実施

【調査方法】本研究班、幸田らにおいて開発され運
用されている「携帯電話またはスマートフォンの
WEB 機能を使った HIV 検査予約システム」を通し
て、HIV 検査を予約した利用者を対象として、「受
検者の携帯を用いた効果モニターシステムの開発」
研究において開発されたモニターシステムを活用し
て配信した、無記名自記式のインターネット調査。

【対象者】研究協力を承諾した以下に示す 3 施設にお
いて、「携帯電話またはスマートフォンの WEB 機能
を使った HIV 検査予約システム」を通して、HIV 検
査を予約した利用者。

（調査協力施設）みなと保健所、すぎなみサンサンサ
イト、南新宿検査・相談室

【実施日】2016 年 11 月 29 日〜 2017 年 2 月末（現在
も継続して実施中）

【調査項目】性別、年代、職業、過去に性交渉を持っ
た相手の性別、過去の HIV 検査受検経験、HIV 感染
不安、検査受検に伴う不安、メッセージ評価（４つ
の案を見てそれぞれを評価）（別添３参照）

【統計解析】研究参加者の性別や過去に性交渉を持っ
た相手の性別、HIV 検査の受検経験や HIV への感染
不安等に基づき解析を行う予定。
（倫理面への配慮）

研究参加者には、オンライン型のインフォームド
コンセントによって研究目的や方法について事前に
説明し、承諾を得た後に質問票回答に進むシステム
とした。また、質問票の回答途中であっても自由に
研究参加を取りやめることが可能であることを付記
した。

※独立行政法人国立病院機構大阪医療センター　
倫理研究審査（15049）

研究結果
1．サンプル属性

WEB 予約システムを介しての HIV 検査予約者を
対象とした定量調査は未だ継続実施中ではあるが、
2017 年 2 月 8 日時点の回収サンプル数は 139 件に
のぼり、性別割合は「男性」が 66.9％、「女性」が
32.4％であった（表 4）。年齢構成は 20 代が最も多く、
44.9％を占め、次いで 30 代の 31.9％であった（表 5）。

表4性別 (n=139)

男性 66.9%
女性 32.4%
答えたくない 0.7%

表5年代 (n=139)
10 代 2.2%
20 代 44.9%
30 代 31.9%
40 代 13.0%
50 代 5.8%
60 代 1.4%
答えたくない 0.7%

HIV 検査受検の経験は「ある」が 52.5%と過半数
を占め、「ない」が 43.9%であった（表 6）。

表6　HIV検査受検経験（n=139）

ある 52.5%
ない 43.9%
分からない・覚えていない 2.9%
無回答 0.7%

また、回答男性のうち、同性間における性交渉の
経験のあると回答したのは男性回答のうち 33.3%で
あった（表 7）。

表7これまでにセックスをしたことのある相手の性別	
（n=93）*男性のみ

男性のみ 33.3%
男性、女性のどちらも 17.2%
女性のみ 47.3%
その他・無回答 2.2%

2．HIV感染の不安及び受検に伴う不安
対象者における HIV 感染の不安は非常に大きく、

42.4%が「とても心配している」、41.0%が「やや心
配している」と回答した（図 6）。また、HIV 検査
を受けることに対する気持ちも「とても不安だ」が
24.5%、「やや不安だ」が 36.7%と、その不安の大き
さが明らかになった（図 7）。

 

 



平成28年度　厚生労働行政推進調査事業費補助金（エイズ対策研究事業）164

3．メッセージによる受検意向の向上
提示した４つのメッセージ案はいずれも対象者の

「受検意向」を促進し（図 8）、「受検に伴う不安」を
和らげる（図 9）ことが検証された。
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感染不安があり、検査を遠ざけている
→キーメッセージを開発する必要あり

準備期 知識や受検経験は十分あり、きっかけがあれば受検する
→きっかけを提供する必要あり

啓発において伝えるべきポイント

受検のメリット
¸ 早期発見すれば、治療（抗HIV薬）によりエイズの発症を
抑えることができる（ほぼ、現在と変わらない生活ができ、
寿命を全うできる）

¸ 感染していないことを知って安心できる
治療のイメージ

¸ 治療の負担はさほど大きくない（1日1回1錠でよい飲み薬、
医療費助成、通院頻度も徐々に減少）
→周囲に知られるリスクも少ない

治療のメリット
¸ ウイルス量が減少し、エイズの発症を抑えられるため体調不良に
苦しまない。また、周囲にうつすリスクも減少
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考 察
HIV 感染のハイリスクグループである MSM（特

に、ゲイ・ヘテロセクシャルを自認するもの）の受
検意図によるセグメントを分かつ制御要因に焦点を
当て検討・開発を行った啓発メッセージは、HIV 感
染不安が強く、かつ受検に伴う不安を抱えたターゲッ
ト層（HIV 検査予約者というバイアスはかかるもの
の）の受検意向の向上に効果的であることが今回の
調査で示された。

今後、より多くのサンプルの回収を待って詳細な
分析を行うとともに、次年度においては、メッセー
ジ案の検証データをもとに具体的な啓発資材を開発
するとともに、パイロット地区（大阪地区）におけ
る介入を実施して、その効果検証を行う予定である。

結 論
ソーシャルマーケティング手法に基づき、検討・

開発を行った啓発メッセージは、（HIV 検査予約者
というバイアスはかかるものの）ターゲットの受検
に伴う不安を和らげ、受検意向を促進することが明
らかになった。
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